
2013年（平成25年）4月 8

開館時間10時～18時（入館は17時半まで） ☎862-3761
月曜休館　※ただし、月曜が祝日の場合は開館 862-3762

博 館物 t op i c st op i c s

1
6
8
9
年
に
首
里
王
府
内
に
「
系け

い

図ず

座ざ

」
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、「
士

サ
ム
レ
ー

」
身

分
の
人
々
は
、
恒
常
的
に
家
譜
（
系
図
）

の
編
集
・
提
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
、「
士
」身
分
の
人
々
は
、石
碑
や
史

料
等
に
よ
り
そ
の
存
在
が
裏
付
け
ら
れ
る

ま
で
、さ
か
の
ぼ
ら
れ
る
先
祖
を
元
祖（
一

世
）と
し
て
、「
組く

み

立た
て

」と
称
す
る
家
譜
を
作

成
し
ま
す
。こ
れ
を
系
図
座
へ
提
出
し
、系

図
座
で
の
審
査
が
済
め
ば
、こ
の「
組
立
」

を
基
に
清
書
を
行
い
、系
図
座
に
家
譜
を

2
部
提
出
し
ま
し
た
。系
図
座
で
は
、一
部

（
正
本
）は「
首
里
之
印
」（
御
朱
印
）を
押
し

て
、提
出
者
へ
返
し
、一
部（
副
本
）は
系
図

座
で
保
管
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、系
図
座
は「
士
」身
分
の
人
々

に
対
し
、5
年
ご
と
に
履
歴
や
戸
籍
の
新

た
な
記
載
事
項
の
追
加（「
仕し

次つ
ぎ

」）を
行
わ

せ
ま
し
た
。そ
の
際
に
も
裏
付
け
と
な
る

資
料
を
必
要
と
し
ま
し
た
。子
の
記
載
で

は
、子
ど
も
の
誕
生
一
週
間
以
内
に
一
門
、

親
戚
10
人
内
外
の
保
証
人
の
署
名
を
得
て

提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た「
生し

ょ
う

子し

証し
ょ
う

文も
ん

」（
現
在
で
い
う
出
生
届
）や「
欹カ

タ

髻カ
シ
ラ

結ゆ
い

願ね
が

い
」（
元
服
願
い
）が
必
要
で
し
た
。

ま
た
、履
歴
に
記
載
す
る

役
職
に
つ
い
て
も
当
該
役

所
の
勤
務
証
明
書
等
を
要
し

ま
し
た
。系
図
座
で
は
こ
れ
ら

を
子
細
に
審
査
し
て
、調
べ
が

済
む
と
誤
字
・
脱
字
、漢
文
の
添
削
な
ど

も
行
っ
て
提
出
者
へ
返
却
し
ま
し
た
。提

出
者
は
指
摘
部
分
を
訂
正
し
、清
書
し
た

追
加
分
を
2
本
作
成
し
系
図
座
へ
再
度

提
出
、1
本
は
押
印
の
後
、正
本
に
継
ぎ

足
す
べ
く
、提
出
者
へ
戻
さ
れ
、も
う
1

本
は
系
図
座
保
管
の
副
本
に
追
加
し
て

綴
じ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

家
譜
は
「
士
」
の
身
分
、
家
柄
を
証
明

す
る
唯
一
の
も
の
で
、
首
里
や
那
覇
か
ら

田
舎
へ
降
り
て
（「
屋ヤ

ー

取ド
ゥ
イ

」
と
い
う
）
王

府
の
仕
事
に
就
け
な
く
て
も
、
名
前
や
生

没
年
等
は
き

ち
ん
と
報
告

し
て
家
譜
に

記
載
し
ま
し

た
。

期 

4
月
24
日

（
水
）
ま
で

費 

入
館
料　

一
般
3
0
0
円

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報
壺屋のシーサー陶工展
　シーサーの日にあわせて、県内壺屋焼陶工のシーサーが大集合。各窯元自慢のシーサーが
皆さんを出迎えます。ベテランから若手まで、沖縄県内でシーサーを作る陶工・陶芸家の作
品が集まります。この機会にお気に入りのシーサー探してみてはいかがでしょうか。
（共催：壺屋陶器事業協同組合）
日 ４月３日（水）～４月14日（日）
場 壺屋焼物博物館（3階 企画展示室） 費 無料

４月３日（シーサーの日）は焼物
博物館を無料開館いたします！

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

｢

家か

譜ふ

で
ひ
も
解
く
士
族
の
世
界｣

〜
家
譜
の
書
き
方
・
作
り
方
〜

４月期の国宝尚家衣裳特別展示「ロイヤルカラーの黄色地衣裳」（4/5～5/8）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）

開館時間10時～19時　木曜休館　☎869-5266 79

壺屋うふシーサー ▼

1/3モデル　

▼

小橋川 昇作　
　「シーサー」

2
月
27
日（
水
）、
那
覇
市
青
少
年
特
別
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
へ
、
そ
の
功
績
を
称
え
市
長
よ
り
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

翁
長
市
長
は
「
み
な
さ
ん
の
活
躍
は
、
市
民
県
民
の
喜
び
と
後
に

つ
づ
く
後
輩
た
ち
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
飛
躍
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
受
賞
者
三
人
の
活
躍
を
称
え
ま
し
た
。

受
賞
者
の
當
眞
嗣
斗
く
ん
は
「
相
撲
の
全
国
大
会
で
3
連
覇
で
き

た
の
も
、
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
や
両
親
の
お
か
げ
で
す
」
と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。

比嘉雄紀さん（首里高3年）　パワーリフティング第9回全日
本選抜高校選手権大会兼第11回全日本サブジュニア選手権
優勝（高校男子93キロ超級）
本村夏鈴さん（那覇西高2年）　日本ジュニア・ユース選手権
ユース女子ハンマー投げ優勝（ユース日本最高記録）
當眞嗣斗くん（曙小6年）　第28回わんぱく相撲全国大会・第
25回全日本小学校相撲優勝大会優勝（全国初2大会3連覇）

～那覇市青少年特別賞　表彰式～

3
月
14
日
（
木
）、
国
際
通
り
地
域
の
環
境
浄
化
と
犯
罪
抑
止
の

強
化
を
目
的
に
「
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
協
定
書
調
印
式
」
が
国
際

通
り
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
、
那
覇
警
察
署
、
那
覇
市
の
三
者
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
連
合
会
の
上
原
善
明
理
事
長
は
、「
今
ま
で
も
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
が
今
回
設

置
さ
れ
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
通
り
を
訪
れ
る

方
々
に
よ
り
安
心
し
て
も
ら
え
る
」
と
喜
び
を
述
べ
ま
し
た

安心・安全なまちづくりのために
～国際通り地域街頭防犯カメラ

設置協定書調印式～

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
国
際
通
り
な
ど
那
覇
市
の
中
心
商
店
街

の
観
光
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
「
吐
き
捨
て
ガ
ム
」
除
去
美
化

作
業
が
2
月
23
日（
土
）〜
3
月
7
日（
木
）の
期
間
行
わ
れ
、
約
25
万

個
も
の
ガ
ム
ス
ポ
ッ
ト
（
吐
き
捨
て
ガ
ム
痕
）
が
除
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
除
去
作
業
は
、
国
際
通
り
商
店
街
組
合
、
中
心
商
店
街
連
合

会
、
沖
映
通
り
商
店
街
振
興
組
合
の
3
組
合
が
専
門
業
者
へ
委
託
し

た
も
の
で
、
専
門
業
者
は
特
別
な
洗
浄
機
を
使
っ
て
一
つ
一
つ
ガ
ム

痕
を
除
去
し
、
街
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。 国際通りが

きれいになりました
～吐き捨てガム除去美化作業～

3
月
6
日
（
水
）、
市
役
所
本
庁
舎
3
階
ロ
ビ
ー
に
て
、「
伝
統
文

化
継
承
種（
た
ね
）ま
き
事
業
」の
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
、保
育
所（
大

道
、
天
久
、
樋
川
、
久
場
川
）
の
子
ど
も
達
が
、
わ
ら
べ
う
た
や
空
手
、

エ
イ
サ
ー
や
獅
子
舞
な
ど
の
勇
ま
し
い
演
舞
を
発
表
し
た
ほ
か
、
松
川

保
育
所
の
子
ど
も
達
が
製
作
し
た
紅
型
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
公
立
保
育
所
10
箇
所
へ
専
門
講
師
を
派
遣
し
、
子
ど

も
達
に
、
地
域
の
伝
統
文
化
に
親
し
む
機
会
を
つ
く
る
と
い
う
も
の
で
、

子
ど
も
達
の
演
舞
に
大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

伝統文化の大きな華を
咲かすために

～伝統文化継承種（たね）まき事業～

生子証文　

▲

（しょうししょうもん）

▲欹髻結願い
（カタカシラゆいねがい）


